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〈 町 民 憲 章 〉　　きまりを守り、助け合い、明るい町をつくります。

表紙写真：表紙写真：二十歳を祝う会の様子（８月13日（火二十歳を祝う会の様子（８月13日（火））））

今月号の内容
タウン情報
診療所だより～やまゆりの風～
がん予防
国民年金のお知らせ
まだまだ大雨にご用心 !!
人事行政の運営等の状況の公表
渡島西部広域事務組合
� 消防吏員採用試験のお知らせ　ほか
情報コーナー
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今月の行事予定
マリンビジョンニュース
生涯学習コーナー
図書室NEWS
第２青函トンネル構想を実現する会�ほか
役場からのおしらせ　ほか
町長のしごと日記
特集！九重部屋夏合宿
ちびっこギャラリー　ほか

■
■
■
■
■
■
■
■
■
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P13
P14
P16
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P20
P21
P22
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　７月31日（水）、白符漁港にて福島商業高校生も参
加し、ドローン実証事業が行われました。
　福島吉岡漁業協同組合が行うブルーカーボンクレ
ジット認証事業や、赤潮発生の仕組み解明の支援な
ど、福島町の地域課題解決のために、北海道庁がＮ
ＴＴイードローン㈱や北海道大学などで構成する「ほ
っかいどうドローン実装促進事業推進コンソーシア
ム」に委託して行われたものです。
　この事業に町がドローン操作資格の取得支援を行
っている福島商業高校生も参加し、実際にドローン
を飛行させました。参加した高橋豊奈さん（２年）は、
「３月に資格取得したドローンよりも操作しやすか
った。今後もドローンの活用方法について学んでい
きたい。」と話していました。
　ドローンは今年１月に発生した能登地震でも災害
状況の把握に使用されており、10月に予定されてい
る福島町の防災訓練でも、ドローンの活用方法につ
いて実証事業を行う予定になっています。

　７月18日（木）、ＪＲ北海道が主体となり、青
函トンネル内を走行中の列車から火災が発生し
たことを想定した避難誘導訓練を実施しました。
　青函トンネル内吉岡定点から階段・ケーブル
カーを使って吉岡総合センターまでの避難とし
て、ＪＲ職員や役場、消防署職員など約150名
が参加しました。

ドローン実証事業に福島商業高校生も参加

青函トンネル吉岡定点における避難誘導訓練を実施
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九重部屋と合同交通安全街頭啓発重部屋と合同交通安全街頭啓発
　８月６日（火）、三岳の国道沿いで九重部屋若
手力士６名、福島町商工会、町交通安全運動推
進協会、町交通安全指導員協議会、町職員、相
撲少年団、松前警察署員による合同交通安全街
頭啓発を行いました。
　九重部屋の力士たちは、啓発物品を配布しな
がらドライバーへ安全運転を呼びかけました。

お問い合わせ先 福祉課 福祉係 　☎４７－４６８２

生活支援ハウス　入居者募集 冷房設備工事完了！

福島町生活支援ハウス（やまゆり荘）の入居者を次のとおり募集します。
入居に関するご相談やお申し込みは、下記までお問い合わせください。

【所　 在　 地】
　福島町字三岳159番地10
【利用できる方】
　原則として、町内に住所がある60歳以上のひとり暮らし
の方、または夫婦のみの世帯の方で、高齢などのため独立
して生活することに不安のある方。（要介護２以下の方）
【利  用  料  金】　①～④までの料金がかかります。
①利 用 者 負 担 額……�収入に応じて利用料がかかり
　　　　　　　　　　　　ます。（0円～50,000円）
②共　��通　��経　��費……１人部屋15,000円
　　　　　　　　　　　　２人部屋20,000円
③食　　　　　　　費……�自己負担となります。希望により隣接する陽光園からの給食サ

ービスが受けられます。（１食350～450円程度）
④各居室に要する費用……電気料、電話料などは別途負担となります。

いつでもご連絡ください。
見学も可能です！

居室に冷房（エアコン）が完備されました！
共通スペースはもちろん、各個室にも冷房が
設置され、暑い夏も安心・快適に生活ができ
るようになりました。
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胃がん検診（40歳以上の方）
《検査内容》内視鏡（胃カメラ）
・�内視鏡検査は、鼻と口からの検査をご希望
により選択できます。
・�事前予約が必要となりますので、当院へお
電話ください。

２年に１度無料で受けられます

肺がん検診
《検査方法》レントゲン�
１年に１度無料で受けられます

特定健診やがん検診は、みなさんの健康を守る大切な検査です。
定期的に受診しましょう。

生活習慣病やがんの初期は自覚症状がなく気づか
ないうちに悪化してしまいます。
健康的な生活を送るためにも、特定健診やがん検
診を受診しましょう。当院でも受診できますので
ご予約・ご不明な点がありましたらご連絡くだい。

特定健診 大腸がん検診（30歳以上の方）

前立腺がん検診（50歳以上の男性のみ）

骨粗しょう症検診（30歳以上の女性の方）

《検査内容》�身体測定、血圧測定、血液検査、
尿検査、心電図

・予約の必要はありません。
・�採血での血糖検査がありますので、食後３
時間30分以上あけてからの検査をおすす
めします。
※75歳未満の方は受診券をご持参ください

《検査方法》��ご自宅で便をとるだけでできる
簡単な検査です。

・�お渡しする検査キットで２日分の便をとり、
当院へ提出してください。

１年に１度無料で受けられます

《検査方法》��血液検査
１年に１度無料で受けられます

《検査方法》��手のひらとアルミニウム板を同
時にレントゲン撮影し、骨の濃
度を調べます。

検診料　500円がかかります
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　院長出張のため、９月５日（木）・６日（金）
を臨時休診とさせていただきます。
　ご不便をおかけしますが、何卒ご了承の
程お願い申し上げます。

３日以内に37.0℃以上の発熱や風邪症状
のある方は、来院される前にお電話でご
連絡をお願いいたします。

やまゆりクリニックからのお願い

臨時休診のお知らせ 9月診療日カレンダー ×…休診日、●…通常診療、▲…午前診療日
★…受付午後６時まで、　 　◎…日曜当番日

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
１ ２ 3 4 5 6 7

◎ ● ★ ● ×
8 9 10 11 12 13 14

× ● ★ ● ▲ ● ▲
15 16 17 18 19 20 21

× × ★ ● ▲ ● ×
22 23 24 25 26 27 28

× × ★ ● ▲ ● ▲
29 30

× ●

診療所だより診療所だより
『『特定健診とがん検診特定健診とがん検診』』

～やまゆりの風～～やまゆりの風～

福島町国民健康保険診療所

やまゆりクリニック

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土
午
前 ● ● ● ● ● ▲

午
後

● ● ●
訪問
診療

●

8 :30 ～ 11:45

1 :00 ～ 5:00

●5 :00 ～ 6:30

臨 時 休 診
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町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧いただけます。
☆入札結果（７月24日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事（業務・物品） 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間

日出地区配水管復旧工事 株式会社　金澤建設 31,460,000 30,800,000 R6. 11.29

お問い合わせ先 福祉課 健康増進係　☎４７－４６８２

がん予防 ～野菜をたっぷり食べましょう～
教えて！

栄養士さん！

福島町では、がん検診を無料で受けられます。
がん検診を受診し、早期発見・早期治療に努めましょう。

また、野菜には抗酸化作用のあるビタミンＡ・Ｃ・Ｅが含まれ、がん予防に役立ちます。

・いも類（じゃがいも、さつまいも、
　さといも、ながいも、やまいも）
・とうもろこし
・かぼちゃ
・れんこん
・ゆりね　など
その他、くり、ぎんなん、あずきも炭水
化物が多く含まれます。

炭水化物の多い野菜

・炭水化物の多い野菜は、含みません

緑黄色野菜１/３、淡色野菜２/３の割
合で摂取すると、栄養バランスが良く
なります。

注意！

〈手軽に野菜を食べるポイント〉
◆�包丁を使わずに、洗うだけ、ちぎる
だけで食べられるものを選ぶ
・カット野菜
・きゅうり
・ミニトマト
・レタス　など　

◆�野菜スティックにして食べる
　きゅうり、にんじん、だいこんなど、
細長く切っておくと食べやすくなりま
す。

◆�スープにする
・�生野菜よりも「かさ」が減るので食
べやすく、腹持ちも良くなります。
・�冷蔵庫にある余り野菜や冷凍野菜を
使うと、手軽に調理できます
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お問い合わせ先 町民課年金係 ☎４７－４６８１

　年金生活者支援給付金は、消費税率引き上げ分を活用し、公的年金などの収入やその他の
所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給され
るものです。

給付金に関するお問い合わせは給付金専用ダイヤルへお問い合わせください
【給付金専用ダイヤル】　☎０５７０－０５－４０９２

年金生活者支援給付金とは？

　給付金を受け取るためには、年金生活者支援給付金請求書の提出が必要です。
　提出方法は、以下のとおりです。
①�日本年金機構から支給対象者へ年金請求書とともに送付されますので、必要事項を記入し
提出してください。
②�すでに年金をお受け取りいただいている場合でも前年所得の減少などにより非課税相当で
あると認められる方には、日本年金機構から書類が送付されますので、内容を確認のうえ、
提出してください。
※なお、下記の支給要件を満たしていない場合は支給されません ! !

給付金を受給したい場合はどうしたらいいの ?

①　老齢基礎年金受給者
　　・65歳以上の方
　　・請求される方の世帯全員が、市町村民税非課税
　　・前年の年金収入額とその他の所得の合計が878,900円以下
②　障害基礎年金受給者
　　・前年の所得が4,721,000円以下（扶養親族などの人数に応じて増額する）
③　遺族基礎年金受給者　
　　・前年の所得が4,721,000円以下（扶養親族などの人数に応じて増額する）

支 給 対 象 と な る 方

①　老齢基礎年金受給者　　・5,310円×保険料納付済期間／480カ月
②　障害基礎年金受給者　　・障害等級1級の方…6,638円
　　　　　　　　　　　　　・障害等級2級の方…5,310円　
③　遺族基礎年金受給者　　・5,310円
　　年金生活者支援給付金は役場からでなく、日本年金機構から支払われるものです。

1 ヶ月あたりの支給額

国国 のお知らせ民民 年年 金金
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函館地方気象台からのお知らせ

ま だ ま だ 大 雨 に ご 用 心 ! !
　９月でも台風や前線の活動が活発になると大雨になる場合があり、低い土地の浸水や土砂災害、洪
水の発生しやすい時期が続きます。
　大雨による災害から身を守るためには、常日頃から防災に関する意識を高め、平常時から準備して
おくことが重要です。キキクル（大雨災害の危険度分布）を活用し、避難情報をもとに安全な場所に
早めに避難をしてください。

警戒レベルととるべき行動

危機が来るのを一目で確認
（キキ）（クル）



令和６年度 人事行政の運営等の状況の公表 　

こ
の
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
公
表
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
町
長
な
ど
の
特
別
職
と

一
般
職
員
の
状
況
な
ど
に
一
層
の
ご
理
解

を
い
た
だ
く
た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
、

町
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
令
和
６
年
度
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職員の採用及び退職等の状況（令和６年度）

人件費の状況（一般会計決算）

職員給与費の状況（一般会計決算）

初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額（一般行政職）

主な職員手当の状況

区　分
採　用（Ａ） 退　　　職（Ｂ）

（Ａ）－（Ｂ）
新採用 再任用 定　年 再任用満了 勧　奨 普　通

一般行政職 6 2 6 △�2
技能労務職
計 6 2 6 △�2

区　分 職員数
Ａ

給　　　　　与　　　　　費 １人当たり
給　与　費
Ｂ／Ａ給　料 諸手当 期 末 ・

勤勉手当
計
Ｂ

令和５年度
人 千円 千円 千円 千円 円

（一般職）72 222,894 33,148 86,862 342,904 4,762,556
38 78,705 985 12,228 91,918 2,418,895 （会計年度任用職員）

（注） ・一般行政職欄には、他に区分されない職種を含めております。
　　 ・採用（Ａ）は令和６年４月１日　退職（Ｂ）は令和５年度までの人数

（決算書資料、決算統計資料による）

（決算統計資料による）

（単位：人）

区　分 住民基本台帳人口
（令和６年３月31日）

歳 出 額
Ａ 実質収支 人 件 費

Ｂ
人件費比率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
令和４年度の
人件費比率

令和５年度
人 千円 千円 千円 ％ ％

3,411 6,272,786 59,685 650,616 10.4 13.5

区　　分 初 任 給
採用２年
経 過 日
給 料 額

経験年数別平均給料月額
１0年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

大 学 卒 196,200円 206,600円 264,400円 300,800円 376,500円
短 大 卒 179,100円 189,600円 236,800円 293,700円 該当者なし
高 校 卒 166,600円 174,900円 226,800円 290,400円 309,500円

手当名 内　　　　　容

基本手当
勤勉手当

　　　　　期末手当　　　勤勉手当
６月期　　　　1.225　　　　1.025
12月期　　　　1.225　　　　1.025
　計　　　　　2.45　　　　　2.05

扶養手当

配偶者　　　　6,500円
父母等　　　　6,500円
　子　　　　 10,000円
※�満15歳から満22歳の子は、１人に
つき5,000円加算。

（注）令和６年４月１日現在

手当名 内　　　　　容

住宅手当
借家等家賃に応じて27,000円を限度
（12,000円を超える場合に限る）

通勤手当
交通用具を使用する場合
２㎞以上５㎞未満　　　　2,000円
５㎞以上10㎞未満　　　　4,200円

特殊勤務
手 当

５種類
（うち代表的なもの）
蜂取扱作業手当　１回　500円
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退職手当の状況

部門別職員数の状況

区　分 自己都合 勧奨・定年
勤�続�20�年 19.6695月分 24.586875月分
勤�続�25�年 28.0395月分 33.27075月分
勤�続�35�年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

区　分
職　員　数 対前年

増減数令和５年度 令和６年度
議 会 3 3
総 務 21 22 1
税 務 5 5
労 働 1 1
農林水産 6 5 △�1
商 工 1 1
土 木 4 5 1
民 生 12 11 △�1
衛 生 6 6
教 育 9 8 △�1
水道事業 2 2
国保事業 2 1 △�1
介護事業 2 2
後期高齢事業 1 1
国保診療所事業 5 5
計 80 78 △�2

区　分 任期（４年）
町 　 長 20.504月分
副 町 長 12.936月分
教 育 長 8.514月分
※�　退職手当は退職時の給料月額に退職事由や勤
務年数に定められた支給率を乗じた額が北海道
市町村職員退職手当組合から支給されます。
※�　教育長の任期は 3年となり、支給月数も 3年
分の率となります。

（一般職）

（特別職）

職員の分限及び懲戒処分の状況（免職処分を除く）
分　限　処　分 懲　　戒　　処　　分

合　計
降　任 休　職 計 戒　告 減　給 停　職 計

0 2 2 0 0 0 0 2

職員の年次有給休暇の使用状況（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

総使用日数（ａ） 全体対象職員数（ｂ） 平均使用日数（a）/（b）

901.4日 70人 13日

（単位：人）

特別職の報酬等の状況（令和５年４月１日現在）

定員適正化計画の数値目標及び進捗状

区　　　分 給料月額等

給 料
町　 長 720,000円
副 町 長 600,000円
教 育 長 560,000円

報 酬

議　 長 321,000円
副 議 長 257,000円
委 員 長 233,000円
議 　 員 216,000円

期末手当

町　 長 ６月期 　2.25月分
12月期 　2.25月分
　計 　　4.50月分

副 町 長
教 育 長
議　 長

６月期 　2.25月分
12月期 　2.25月分
　計 　　4.50月分

副 議 長
委 員 長
議　 員

（令和５年度の処分状況：単位 人）

⑴　目標と率
　�　令和５年度から令和８年度までの４年間の計画とし、
令和６年４月１日現在職員数を80名の目標値としてお
りますが、退職者の増加により目標値より減少してお
ります。

⑵　令和６年４月１日現在の状況
　　計画数80名に対して78名となっております。
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採用情報QR
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受付期間
　令和６年９月２日（月）～９月30日（月）まで
　（９月30日午後５時まで必着のこと）

申込用紙の請求および提出
①�申込書は、渡島西部広域事務組合消防本部およ
び組合各消防署にあります。
②�郵送で請求する場合は、請求者の住所、氏名を
記入し120円切手を貼付した返信用封筒（A４
判以上）を必ず同封して下さい。
　�なお、ホームページでからもダウンロードでき
ます。
③�提出先は消防本部とし、申込書は封筒に入れ表
面に「採用試験申込書在中」と朱書してくださ
い。（郵送可）

請求・提出・お問い合わせ
松前郡福島町字三岳45番地1
渡島西部広域事務組合消防本部まで
☎０１３９－４７－４０１８

渡島西部広域事務組合 消防吏員採用試験のお知らせ

消防吏員（令和７年４月１日採用）
採用年月日および採用人数
　令和７年４月１日採用
　１名（福島消防署）

受験資格（年齢）
　満18歳以上30歳未満の者
　（�年齢は採用日現在とし、普通自動車免許

取得または取得見込みの者）
　※�この他身体条件などがありますので事前

にご確認ください。

試験方法および内容
■第一次試験
　（教養試験・適性検査・作文・体力測定）
　日　時　令和６年11月９日（土）
　　　　　午前９時00分から
　会　場　消防本部および福島町総合体育館
■第二次試験（面接試験）
　第一次試験合格者に対し行います

渡島総合振興局からのお知らせ

～ダニが媒介する感染症に注意しましょう～～ダニが媒介する感染症に注意しましょう～～ダニが媒介する感染症に注意しましょう～～ダニが媒介する感染症に注意しましょう～

　ダニ媒介感染症とは、ウイルスや細菌など
の病原体を保有するダニに咬まれることによ
って起こる感染症のことです。
　ダニが媒介する感染症については、道内に
広く生息するマダニがその病原体を媒介して
おり、主な感染症に、ライム病、回帰熱、ダ
ニ媒介脳炎などがあります。

　マダニは，森林や草地などの屋外に生息する比較的大型のダニで、食品などに発生する「コナダニ」
や、絨毯や寝具に発生する「ヒョウヒダニ」など家庭内に生息するダニとは全く種類が異なります。
　マダニの活動が盛んな春から秋にかけては、マダニに咬まれる危険性が高まります。
・長袖・長ズボン・登山用スパッツなどを着用する。
・シャツの袖はズボンの中に、ズボンの裾は靴下や長靴の中に入れる
・帽子・手袋を着用し、首にタオルを巻くなど
・足を完全に覆う靴を履く（サンダルなどを避ける）

　無理に引き抜こうとせず、医療機関（皮膚
科など）で処置（マダニの抜去、洗浄など）
をしてもらいましょう。
　マダニに咬まれた後は、数週間程度は体調
の変化に注意をし、発熱などの症状が認めら
れた場合は医療機関で診察を受けてください。

ダニ媒介感染症について

マダニに咬まれないためには

マダニに咬まれた時の対処法

渡島西部広域事務組合消防吏員採用試験が次のとおり実施されます。



ふるさと応援基金ふるさと応援基金
　令和６年８月20日現在までの寄付金が次のとおりと
なりました。
　ありがとうございました。

令和５年度末時点での基金残高

155,639,000円
寄付受入れ状況

令和５年度 3,835件 49,916,000円
令和６年度 651件 9,773,000円

お問い合わせ先 企画課企画係 ☎47－3007

○優良運転者講習（福島町福祉センター）
　９月12日（木）　　優良講習…午後６時

○松前町の講習（松前町総合センター）
　９月18日（水）
　　　違反講習…午前10時
　　　優良講習…午後１時
　　　一般講習…午後２時
　　　初回講習…午後３時45分

運転免許更新時講習

○おたんじょうおめでとう
　　　お名前　　　地区名　　保護者

７月23日～８月22日届出分

よろこび・かなしみ

○おくやみもうしあげます
　 亡くなった方� 年齢 　地区名
村　田　澔　二さん� 66歳 　宮　歌
佐　藤　吉　昭さん� 84歳 　館崎１
稲　村　紀年子さん� 84歳 　福島４
金　谷　幸　喜さん� 62歳 　日向１
工　藤　ノ　ブさん� 97歳 　新栄町

人口と世帯
（令和６年７月末現在）

前月比

人　口 ３，424 人 － � 6 人

男 １，598 人 － � 4 人

女 １，826 人 － � 2 人

世帯数 １，9１5 世帯 － � 4 世帯

日　曜　当　番　医

※診療時間は、９：００    ～１５：００までです。

や ま ゆ り ク リ ニ ッ ク
（ 松 前 町 立 松 前 病 院 ）
（ 木 古 内 町 国 保 病 院 ）
（ 松 前 町 立 松 前 病 院 ）
小 笠 原 ク リ ニ ッ ク

９月１日
８日

 15日
 22日
 29日

　出生に関する届出はありませんでした

９月温泉の日は
吉 岡 温 泉 だ よ り

温泉で心も体もリフレッシュ
温泉の日は、ちょっと得した気分
家族みんなで温泉へ出かけましょう！

26日（木）

無料開放 !

お問い合わせ先
北海道渡島保健所
生活衛生課食品保健係　
☎０１３８－４７－９５５２

毒キノコによる食中毒に注意しましょう !
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●�例年、秋頃に毒キノコを食用キノコと誤認して
採取、喫食したことによる食中毒が多く発生し
ています。
　�道内でも、テングタケやツキヨダケなどによる
食中毒が発生しています。
●�知らないキノコは、採らない！食べない！人に
あげない！
●�誤った言い伝えを信じてはいけません。
　�（「縦に裂けるキノコは食べられる」などの言い
伝えは誤りです）
●�調理前にもう一度、食べられるキノコか確認し
ましょう。
　�（食用キノコの中に毒キノコが混ざって生えて
いることがあります）



１ 日

２ 月 福　ふれあい教室	 13:30～15:00　吉岡総合センター　

３ 火
保育　こぐまクラブ（つばめ組）

	 10:00～　福島保育所　　　　

４ 水

福幼　ALTジャスパー先生と英語で楽しく

	 10:00～　福島幼稚園　　　　

福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター
福　介護家族交流会	 13:30～15:00　健康づくりセンター

５ 木
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター
福　乳幼児歯科検診フッ素塗布

	 13:00～13:30　健康づくりセンター

６ 金
広域　渡島西部広域事務組合第２回定例会

	 14:00～　議会議場　　　　　

７ 土
福　健康ウォーキング	 6:00～　福祉センター　　　
福　第25回ふくしま健康フェスティバル

	 12:30～	　福祉センター　　　

８ 日

９ 月

10 火

教　移動図書	 10:00～　福島小学校　　　　

福　ふれあい教室	 10:00～11:30　月崎１町内会館　　
教　移動図書　	 13:30～　吉岡小学校　　　　

福　ふれあい教室	 13:30～15:00　健康づくりセンター
議　議会運営委員会	 15:00～　議会委員会室　　　

11 水

福幼　ちびっこ広場	 10:00～　福島幼稚園　　　　
福　健康料理教室	 10:00～12:00　健康づくりセンター
福幼　おめでとう！誕生会	 11:00～　福島幼稚園　　　　
教　図書室で遊ぼう！	 15:00～16:00　福祉センター図書室
保育　施設見学（つばめ組５歳児）	 福島保育所　　　　

12 木
保育　ゆりっこ広場（運動保育）

	 10:00～11:30　吉岡総合センター　
福　認知症カフェ	 13:30～16:00　吉岡温泉　　　　　

13 金 福　温泉健康相談	 13:30～16:00　吉岡温泉　　　　　

14 土

15 日

16 月 敬老の日

17 火

18 水

議　定例会９月会議	 10:00～　議会議場　　　　　
保育　福島保育所誕生会・バイキング給食

	 10:00～　福島保育所　　　　
福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター
福　認知症カフェ	 13:30～15:00　健康づくりセンター

19 木

議　定例会９月会議	 10:00～　議会議場　　　　　
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　新緑公園　　　　　
福　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:15　健康づくりセンター
教　ブックスタート	 13:30～　健康づくりセンター

20 金
議　定例会９月会議	 10:00～　議会議場　　　　　
福　育児教室	 10:00～12:00　子育て支援センター
産　無料法律相談　	 13:00～15:00　福島町役場　　　　

21 土

福幼　第70回運動会	 9:00～　福島幼稚園　　　　

町　敬老会	 10:00～　総合体育館　　　　

教　よみきかせの会　	 10:30～11:00　福祉センター図書室

22 日
秋分の日

産　福島町 FOOD　STAD	I	UM	2024

　	 10:00～　青函トンネル記念館駐車場

23 月 振替休日

24 火

議　定例会９月会議	 10:00～　議会議場　　　　　

福　ふれあい教室	 10:00～11:30　あづま～る（千軒）

保育　避難訓練（台風、風水害想定）

	 12:10～　福島保育所　　　　

福　ふれあい教室	 13:30～15:00　健康づくりセンター

25 水

議　定例会９月会議	 10:00～　議会議場　　　　　

福幼　聖書と賛美の会（子育て座談会）

	 10:30～　福島幼稚園　　　　

26 木

保育　親子バス遠足（つばめ組５歳児）

	 8:30～　福島保育所　　　　

保育　秋の遠足（つばめ組４歳児 ､はと ､ひよこ）

	 9:50～　福島保育所　　　　

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター

町　人権相談・行政相談

	 13:00～15:00　吉岡総合センター　

27 金

教　第１回高齢者学級開校式

	 10:00～　福祉センター　　　

教　生活講座「気象予報士に学ぶ天気の知識と防災のはなし」

	 10:30～　福祉センター　　　

町　人権相談・行政相談

	 13:00～15:00　福島町役場　　　　

28 土 福幼　絵本の広場（園舎開放）	 9:00～　福島幼稚園　　　　

29 日

30 月

今月の行事予定今月の行事予定

議 議会事務局 (47)2215

総 総務課（代表） (47)3001

企 企画課 (47)3007

税 町民課（税務） (47)4683

町 町民課（町民） (47)4681

福 福祉課 (47)4682

建 建設課 (47)3006

産 産業課 (47)3004

吉 吉岡支所 (48)5211

教 教育委員会 (47)3675

保育 認定こども園福島保育所 (47)3440

福幼 福島幼稚園 (47)2233

福消 福島消防署 (47)2119

観 観光協会 (47)3070

広域 渡島西部広域事務組合 (47)3511

お問い合わせ先　– telephone -

＊�　各行事について参加を希望される方は、事前に各担当までお問い合わせください。

9月
September

福島地域マリンビジョン推進協議会事務局（産業課水産係）
TEL：0139－47－3002 FAX：0139－47－4504

お問い合わせ先

福島地域 このコーナーでは、町民の
皆さんと一緒に水産業を
核とした地域振興を進め
る「福島地域マリンビジョ
ン計画」の推進状況など
をお知らせします。

R6.9R6.9R6.9
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福島地域マリンビジョン推進協議会事務局（産業課水産係）
TEL：0139－47－3002 FAX：0139－47－4504

お問い合わせ先

福島地域 このコーナーでは、町民の
皆さんと一緒に水産業を
核とした地域振興を進め
る「福島地域マリンビジョ
ン計画」の推進状況など
をお知らせします。

R6.9R6.9R6.9

　７月25日（木）、福島漁港にてヒラメの人工種苗を渡島西部地区水産普及指導所と漁業者、
漁協職員および町職員で放流しました。
　これは、津軽海峡地域の重要資源であるヒラメの資源増大を図るため、津軽海峡地域水産
人工種苗育成供給連絡協議会の事業の一環として、毎年、北海道栽培漁業振興公社で生産し
た種苗を放流しています。この日放流された稚魚が、福島の海に戻り賑わう事を願っており
ます。　ご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。

　８月９日（金）、福島吉岡漁業協同組合福島支所蓄養施設にて福島吉岡漁業協同組合福島地
区青年部によるキタムラサキウニ（のな）の直売会が開催されました。
　お盆に帰省する家族への「懐かしい味」として、また、「贈答用」に購入される方もおり
会場は賑わいました。

ヒラメ放流の様子（福島漁港）

直売会の様子（漁協福島支所蓄養施設）

◎ ヒラメ人工種苗放流 ◎

◎ 漁協青年部 ウニ直売会 ◎

〔　〕〔　〕1313



　７月５日（金）、福島町吉岡総合センター
コミュニティホールにて「歴史文化講演会
『堀田仁助と渡島半島』」が開催されました。
　講師の神

じん

英
ひで

雄
お

氏による熱のこもった講演
に参加者の方々は見入ったように話を聞い
ていました。
　北海道と縁の深い堀

ほっ

田
た

仁
に

助
すけ

について詳し
く聞くことができ、参加者の皆さんはとて
も満足そうでした。

令和６年度 長野県木曽町との生徒交流事業
　７月29日（月）～８月１日（木）、福島町と友好町である長野県木曽町との中学生交流
事業が、３泊４日の日程で行われ、福島中学校の生徒５名が木曽町の生徒８名と交流し
ました。
　交流２日目は、五稜郭タワーや函館朝市、函館山や金森倉庫などを見学し、函館の文
化に触れました。
　３日目は、福島町で交流が行われ、みんなで鹿角アクセサリー作りを体験したり、横
綱記念館とトンネル記念館を見学するなど、福島町の歴史を学びました。横綱ビーチで
海水浴やビーチバレーを楽しんだ後は、バーベキューをお腹一杯になるまで堪能しました。
　山と海に囲まれた福島町の自然や歴史などの貴重な体験や学習を通じて、友情と友好
の絆が育まれました。

令和６年度 歴史文化講演会『堀
ほっ
田
た
仁
に
助
すけ
と渡島半島』

蝦夷地測量のため作成され
た「神風丸」【イメージ図】▶
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●
９
月
の
行
事

令和６年度　二十歳を祝う会・成人祭
　８月13日（火）、「二十歳を祝う会」および「成人祭」が開催されました。
　福島町福祉センターで行われた「二十歳を祝う会」では、今年度二十歳を迎える福島
町出身者が参加し、社会人としての自覚と決意を新たにしました。
　また、福島大神宮で行われた「成人祭」では、参加者の男女が衣装を身にまとい「加

か

冠
かん

の儀」や「玉
たまぐし

串拝
はいれい

礼」などの伝統的な儀式が執り行われました。

＊９月総合体育館カレンダー＊
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30
※18日～21日 敬老会準備のため貸館

＊９月パークゴルフ場カレンダー＊
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

※�

町
民
プ
ー
ル
は
、
９
月
30
日

（
月
）で
閉
館
と
な
り
ま
す
。

生活講座『気象予報士に学ぶ天気の知識と防災のはなし』を開催します
●内　容：�ＮＨＫ函館「ほっとニュース函館」に出演している気象予報士�丸

まるやま

山� 将
しょう

�

氏による防災講座。

●日　時：９月27日（金）10：30～11：30

●会　場：福島町福祉センター　集会室

●参加費：無料

●講　師：ウェザーマップ�丸
まるやま

山� 将
しょう

�氏

●お問い合わせ：福島町教育委員会にお電話またはＬＩＮＥにて

� 〈福島町教育委員会　☎（０１３９）４７－３６７５〉

LINE�QRコード�▶
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今月のイベント

①【移　 動　 図　 書】10日（火）福小 10：00～、吉小13：30�
②【図書室で遊ぼう！】11日（水）15：00～16：00
③【ブ ッ ク ス タ ー ト】19日（木）13：30～�健康づくりセンター
④【よ み き か せ の 会】21日（土）10：30～11：00� 図 書 室
⑤【Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ フ ェ ア】「おいしい秋みつけた🍁」
  10月31日まで図書室前廊下にて展示しています。

図書室ＮＥＷＳ
～２０２４.９月号～

福祉センター図書室　☎４７－３０４６
ＨＰ：https://www.lib-eye.net/fukushima_town_library/
◆貸出冊数・期限：１人10冊まで、２週間貸出可能
◆休 館 日：毎週日曜日・火曜日/祝日/年末年始（12/30～1/5）

～おすすめの１冊～

 中学校ブックフェスティバル

くまの男の子「くまた」はママをびっくりさせたい！
ママのお気に入りのカップを花とダンゴムシで飾ったり。
でも、ママは全然驚いてくれない…ママを喜ばせるために
頑張るくまたの可愛らしい姿と親子の愛が伝わる絵本です。

くまたのびっくりだいさくせん
� 柴田ケイコ／著

＝じどうしょ＝

●ぺんちゃんのはなび

●ノラネコぐんだん おあそびブック

●もぐらけんせつ ぽんぽこでらのおまつり

●モルモットのぺると きになるおきゃくさま

●テントーむし

●ひみつの とっくん

●レッツゴー！まいぜんシスターズ

　　 巨大トイレでガチャかくれんぼ

●高すぎ？安すぎ⁉モノのねだん事典

●世界の〇×図鑑 これってホント？

●だんだんできてくる 家

＝一般書・小説＝

●絶滅危惧動作図鑑

●うちの夫を「神夫」に変える方法

●便秘の８割はおしりで事件が起きている！

●まいにち お漬けもの

●おるね 路地猫さがし BOOK

●この心が死ぬ前にあの海で君と

●暗殺

●わたしの知る花

●籠の中のふたり

●バタン島漂流記

●首木の民

●食堂のおばちゃん (16) 幸せのカツサンド

㋤  ケーキとおやつ応援団

 ほか

おおいじゅんこ

工 藤 ノ リ コ

長 崎 真 悟

な か や み わ

鈴木のりたけ

工 藤 純 子

石 崎 洋 司

大 澤 裕 司

ウソホント調査隊

住友林業株式会社 ( 監修 )

藪 木 晶 子

河 村 陽 子

佐々木みのり

こ て ら み や

小 林 哲 朗

東 里 胡

柴 田 哲 孝

町 田 そ の こ

薬 丸 岳

西 條 奈 加

誉 田 哲 也

山 口 恵 以 子

おはよう奥さん特別編集

新刊案内

㋤は吉岡総合センターなごめ～るの新着図書です

　７月22日（月）、福祉センターにて福島中学校ブッ
クフェスティバルが開催されました。中学校の読書イ
ベント「ワタシの一行大賞」では自分たちが読んだ本
の中からお気に入りの一文を発表し、生徒の皆さんが
投票で選んだ一文を会場に掲示し、その中から３名の
生徒が賞に選ばれ、表彰式を行いました。おすすめの
本やシークレットブックス合わせて500冊の本を、会
場一面に並べて貸出を行いました。

　🏆 ワタシの一行大賞 🏆� ２年生　角谷　琉唯さん
　🏆　校　　長　　賞　🏆� ３年生　吉澤　舞雪さん
　🏆　教　育　長　賞　🏆� ３年生　木村　祥吾さん
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第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
を
実
現
す
る

会
で
は
随
時
、
入
会
申
込
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　

入
会
に
つ
い
て
は
、
申
込
書
を
提
出
す

る
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
会
費
に
つ
い
て

も
徴
収
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
是
非

ご
入
会
く
だ
さ
い
。（
令
和
６
年
８
月
末

現
在
：
会
員
８
０
２
名
）

　

一
人
で
も
多
く
の
会
員
で
組
織
し
、
青

函
ト
ン
ネ
ル
の
町
福
島
町
か
ら
構
想
実
現

に
向
け
た
輪
を
拡
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
役
場
企
画
課
☎
（
47

－
３
０
０
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

７
月
19
日
（
金
）、
福
祉
セ
ン
タ
ー
音

楽
室
に
て
「
令
和
６
年
度　

第
２
青
函
ト

ン
ネ
ル
構
想
を
実
現
す
る
会
」
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
札
幌
な
ど
か
ら
の
出
席
も
あ
り
、

30
名
の
出
席
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
と
、
青
森
県

今
別
町
で
第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
実
現

に
向
け
た
推
進
会
議
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
青
森
県
側
と
の
連
携
し
た
要
請

活
動
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
を

�

実
現
す
る
会
へ
の
入
会
の
お
願
い

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
を

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
を

��
実
現
す
る
会
総
会
を
開
催

実
現
す
る
会
総
会
を
開
催

サケの採捕規制について
　福島川では北海道漁業調整規則によ
り、９月１日（日）から12月10日（火）
までの期間中、河口左右岸500ｍ、
沖合500ｍ区域でのサケ・マスの採
捕が禁じられています。
　また、10月１日（火）から11月
20日（水）までの期間中は、日の出岬
135度沖合1,500ｍと白符慕舞ライ
ンを結ぶ区域がサケ船釣り操業禁止と
なります。
　禁止区域で採捕した場合は密漁とし
て厳しく罰せられますので、ルールを
守って資源の確保にご協力をお願いし
ます。

お問い合わせ先 産業課水産係　　　☎４７－３００２

これまでも地域の船揚場付近を釣り場としている方を見受けますが、船揚場は漁業活動を行うた
めに整備されておりますので、漁業者に迷惑とならないようマナーを守ってご利用ください。
　特に次の事項については、絶対行わないようにお願いします。

●船揚場にある漁業資材の使用
●ゴムボートなどの放置（使用の都度、持ち帰ること）

秋サケ釣りを行う方々へ ［注意］

〔　〕〔　〕1717



「
２
０
２
４
森
林（
も
り
）の
恵
み
感
謝
祭
」
を
開

催
し
ま
す
！

　

木
材
の
生
産
を
は
じ
め
、二
酸
化
炭
素
の
吸
収
、

水
源
な
ど
様
々
な
地
域
の
森
林
の
恩
恵
に
感
謝
す

る
機
会
と
し
て
、「
２
０
２
４
森
林
の
恵
み
感
謝

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
も
参
加
で
き
る
木
工
製
作
や
マ
イ
箸

づ
く
り
、
記
念
品
が
も
ら
え
る
森
林
ク
イ
ズ
の
ほ

か
、
松
ぼ
っ
く
り
や
端
材
な
ど
森
林
か
ら
の
恵
み

の
無
料
配
布
な
ど
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ま
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
29
日（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所

　

シ
エ
ス
タ
ハ
コ
ダ
テ
４
階

　
「
函
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
Ｇ
ス
ク
エ
ア
」

■
主
催

　
「
２
０
２
４
森
林
（
も
り
）
の
恵
み
感
謝
祭
」

　

実
行
委
員
会

■
参
加
費

　

無
料

■
そ
の
他

　

・�

木
工
製
作
な
ど
は
個
数
に
限
り
が
あ
り
、
当

日
先
着
順
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

・�

児
童
に
は
保
護
者
の
方
が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

渡
島
総
合
振
興
局
林
務
課
（
共
催
）

　

☎
０
１
３
８

－

47

－

９
４
７
１

小笠原内科消化器科クリニック
医師　小笠原　実（院長）

〒049-1454　松前郡福島町字館崎350番地27　TEL：0139-48-5231　FAX：0139-48-5232
○内科・消化器科・循環器科・呼吸器科・皮膚科

＊第２、第４土曜日は休診
＊受付時間は 8：30～12：00
　　　　　　13：30～16：30

診療時間 月 火 水 木 金 土
8：30～ 12：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14：00～ 16：30 ○ ○ 訪問診療 ○ ○

〔　〕〔　〕1818

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

株式会社桧山電気工業
　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

桧山電気はこんな会社
●●福福利利厚厚生生

・・花花見見会会

・・本本社社祭祭りり

・・社社員員旅旅行行

・・ボボーーリリンンググ大大会会

・・忘忘年年会会

・・大大レレククレレーーシショョンン大大会会

ななどど

宮城県松島

忘年会（ビンゴ大会）

大阪道頓堀

○○ 未未経経験験者者のの人人ででもも、、３３年年～～５５年年でで一一人人前前のの電電気気工工事事士士にに成成長長ししまますす。。

○○ 社社員員のの大大半半がが家家族族をを持持ちち、、立立派派なな大大黒黒柱柱ととししてて勤勤務務ししてていいまますす。。

○○ 国国家家試試験験、、技技能能講講習習、、安安全全教教育育とと、、いいろろんんなな資資格格もも取取得得ででききまますす。。

○○ 11００代代～～３３００代代のの社社員員がが多多数数勤勤務務しし、、楽楽ししくく和和気気ああいいああいいとと働働いいてていいまますす。。

○○ 仕仕事事だだけけででははななくく、、社社員員のの交交流流をを深深めめるる行行事事イイベベンントトがが沢沢山山あありりまますす。。

（（ホホーームムペペーージジ内内にに写写真真掲掲載載あありり））



新
た
な
北
海
道
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
！

　

北
海
道
庁
で
は
、
北
海
道
の
更
な
る
発
展
に
向

け
、
道
民
の
皆
さ
ま
や
様
々
な
関
係
者
の
方
々
と

共
に
行
動
し
て
い
く
た
め
、
新
た
な
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
出

前
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
「
北

海
道
総
合
計
画
」
で
検
索
、
ま
た
は
こ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
庁
計
画
推
進
課

　

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
６
３
０

９
月
20
日
～
26
日
は
動
物
愛
護
週
間
で
す

　

毎
年
９
月
20
日
～
26
日
は
動
物
愛
護
週
間
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
命
あ
る
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
広
げ
る
た
め
、
北
海
道

で
は
動
物
愛
護
週
間
行
事
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

動
物
の
命
の
大
切
さ
、
人
と
動
物
の
共
生
に
つ

い
て
考
え
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

渡
島
総
合
振
興
局
環
境
生
活
課
自
然
環
境
係

　

☎
０
１
３
８

－

47

－

９
４
３
９

「
第
66
回
精
神
保
健
北
海
道
大
会
」�

を
開
催
し
ま
す

　

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

啓
発
や
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
増
進
を

図
る
た
め
、
精
神
保
健
関
係
者
や
地
域
社
会
の
住

民
な
ど
の
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
、
精
神
保
健
に

関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
考
え
，
理
解
を
深
め
る

場
と
し
て
、
道
内
各
都
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

第
66
回
の
今
回
は
、「
心
の
未
来
を
見
つ
め
て

～
Ａ
Ｉ
と
共
に
歩
む
新
し
い
時
代
～
」
が
テ
ー
マ

で
す
。

■
日
時

　

９
月
28
日（
土
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所

　

函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル

　
（
函
館
市
五
稜
郭
町
37
番
８
号
）

■
参
加
費

　

無
料

■
お
申
し
込
み

　

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

第
66
回
北
海
道
精
神
保
健
大
会
事
務
局

　
（
函
館
地
方
精
神
保
健
協
会
事
務
局
）

　

☎
０
１
３
８

－

21

－

３
２
６
３

敬
老
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
、
長
年
に

わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
ご
労
苦

を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
長
寿
を
祝
福
す
る

た
め
、「
敬
老
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
歌
謡
曲
シ
ョ
ー
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
21
日（
土
）　

午
前
10
時
～

■
会
場

　

総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課　

町
民
係　

☎
47

－

４
６
８
１

〔　〕〔　〕1919



昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
の
夏
も
暑
い

日
が
続
い
て
お
り
、
お
盆
が
過
ぎ
て
も
真

夏
日
が
観
測
さ
れ
る
な
ど
、
秋
が
恋
し
く

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

昔
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
お
盆
の
13
日

を
過
ぎ
た
ら
海
で
泳
い
だ
ら
駄
目
だ
よ
と

よ
く
叱
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
お
盆

を
過
ぎ
る
と
、
も
う
秋
風
が
吹
き
始
め
て

い
た
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
一
気
に
秋
の

モ
ー
ド
に
衣
替
え
を
し
て
い
た
よ
う
な
気

が
い
た
し
ま
す
。

８
月
５
日（
月
）か
ら
16
日（
金
）ま
で
福

島
町
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
九
重

部
屋
の
夏
合
宿
が
ス
タ
ー
ト
し
、
６
日

（
火
）か
ら
16
日（
金
）ま
で
横
綱
記
念
館
の

稽
古
土
俵
で
稽
古
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
九
重
親
方
を
は
じ
め
、
十
両

の
千
代
栄
関
、
幕
下
の
千
代
丸
関
や
千
代

ノ
皇
関
な
ど
総
勢
23
名
が
福
島
町
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
日
か
ら
、
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
方
々
が
横
綱
記
念
館
へ
来
館
し
て
い

た
だ
き
、
力
士
た
ち
の
迫
力
あ
る
稽
古
風

景
に
見
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

11
日（
日
）に
は
、
佐
ノ
山
親
方
（
元
千

代
の
国
）
も
来
町
し
、
合
宿
に
花
を
添
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
や
る
べ
福
島
イ
カ
祭
り
は
台
風

の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
力
士
た
ち
に
は
交
通
安
全
啓
発
や
認

定
こ
ど
も
園
福
島
保
育
所
を
訪
問
し
、
園

児
た
ち
と
相
撲
を
通
じ
て
交
流
を
図
る
な

ど
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
っ
か
り
と
夏
合
宿
で
稽
古
を
積
ん
だ

力
士
た
ち
の
、
九
月
場
所
で
の
勝
ち
越
し

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

７
月
25
日（
木
）、
渡
島
総
合
開
発
期
成

会
の
東
京
要
望
に
参
加
し
、
国
土
交
通
省

北
海
道
局
、
財
務
省
主
計
局
お
よ
び
衆
参

議
員
会
館
を
訪
問
し
、
要
望
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、
私
の
方
か
ら
白
神

防
災
道
路
の
早
期
実
現
と
日
本
海
溝
・
千

島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
う
津
波
対

策
と
し
て
、
避
難
路
な
ど
へ
の
財
政
支
援

を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
財
務
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
海
水
温
の
上
昇
に
と
も
な
う
、
養
殖

昆
布
へ
の
影
響
に
関
す
る
お
話
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
で
は
、
テ
レ

ビ
中
継
局
設
置
等
更
新
に
係
る
財
源
措
置

に
関
し
て
、
管
内
を
代
表
し
て
地
域
の
実

情
を
説
明
し
、
更
新
に
要
す
る
財
源
措
置

を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
東
国
幹
衆
議
院
議
員
に
対
し
、

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
必
要
性
を
訴
え
、

代
議
士
か
ら
北
海
道
の
物
流
の
観
点
か
ら

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
必
要
な
旨
の
発
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
連
携
し

な
が
ら
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

７
月
31
日（
水
）、
東
京
都
で
開
催
さ
れ

た
「
地
域
共
生
政
策
自
治
体
連
携
機
構
」

の
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
に
出
席
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

当
機
構
は
、私
が
職
員
時
代
に
厚
生
労

働
省
の
福
祉
モ
デ
ル
事
業
に
応
募
し
、全

国
で
32
の
市
町
村
が
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

採
択
さ
れ
、
そ
れ
が
縁
で
加
盟
し
て
い
る

団
体
で
す
。

記
念
講
演
で
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
鍵

屋
教
授
の
「
命
と
尊
厳
を
守
る
被
災
者
支

援
を
考
え
る
～
防
災
と
福
祉
の
連
携
を
考

え
る
～
」
と
題
し
た
講
演
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
印
象
に
残
っ
た
言
葉
と
し
て
、「
災

害
時
に
お
い
て
大
切
な
も
の
は
、
ご
近
所

力
」
で
あ
る
。
人
や
地
域
の
つ
な
が
り
＝

信
頼
の
絆
＝
ご
近
所
力
、「
ご
近
所
力
」

こ
そ
が
、
安
心
安
全
の
源
泉
だ
と
力
説
し

て
お
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
人
間
関
係
、
近

所
関
係
を
良
好
に
し
、
災
害
時
に
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
よ
う
な
魅
力
的
な
地
域
共

生
社
会
を
創
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【九重部屋の力士が浴衣姿で町を歩く・・・】

町長のしごと日記第107号

〔　〕〔　〕2020
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福
島
町
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
「
九
重
部
屋
夏
合
宿
」

が
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
九
重
親
方
（
元
千
代
大
海
）
と
佐
ノ
山
親
方
（
元

千
代
の
国
）
の
ほ
か
、
力
士
、
床
山
を
含
め
た
計
24
名
が

参
加
し
、
８
月
６
日（
火
）か
ら
16
日（
金
）ま
で
横
綱
千
代

の
山
・
千
代
の
富
士
記
念
館
の
土
俵
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

本
場
所
や
巡
業
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
迫
力
の

あ
る
稽
古
を
間
近
で
見
学
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
来
館
者
が
大
迫
力
の
稽
古
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

10
日（
土
）か
ら
14
日（
水
）ま
で
の
５
日
間
は
稽
古
終
了

後
に
、
床
山
に
よ
る
髪
結
い
も
披
露
さ
れ
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
も
福
島
町
で
の
夏
合
宿
が
九
重
親
方
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
方
の
協
力
に
よ
り
実
施
で
き
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
福
島
町
で
合
宿
し
た
成
果
が
９
月
場
所

で
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲ぶつかり稽古の様子

▲髪結いの様子 ▲弟子へ指導する九重親方（元大関千代大海）

九
重
部
屋 

夏
合
宿

～
夏
の
風
物
詩
～



９月は福島幼稚園

� ことり組さんの作品です

「歯磨きしましょう！」

左から　石
いしおか

岡 凛
り

聖
せ

ちゃん、福
ふく

田
だ

 彩
あや

ちゃん、

 髙
たか

田
だ

 來
き

希
き

ちゃん、櫻
さくらば

庭 啓
はる

真
ま

くん
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